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１ 答申内容 

 

タブレット端末の初期導入については，次のとおり答申する。 

 

（１） 導入にあたっての考え方 

【検討結果】 

・全議員が新たに同一機種を購入することを，原則とする。 

・議員間でパソコン等の利用状況が異なることから，今後の議会ＩＣＴ 
化の推進を見据え，初期導入においては利用促進を図ることとする。 

 

（２） 利用範囲，導入機能及び導入時期について 

   【検討結果】 

     利用範囲，導入機能については，以下のとおりとし，導入時期については，

最短で平成２７年１１月実施が可能である。 

 

ア 利用範囲 

（ア）事務局からの開催通知等 

     ・現 状 希望議員へはメール，その他の議員へはＦＡＸにより通知 

     ・変更後 メールにより通知 

     ・効果等 情報伝達の即時化，事務の効率化，通信費用等の削減 

（イ）執行部からの情報提供 

     ・現 状 希望議員へはメール，その他の議員へは机上配布により提供 

     ・変更後 資料をクラウドストレージサービスに登録し，その旨，メール

でお知らせする。 

     ・効果等 レスペーパー化，必要な情報をいつでもどこでも入手可能 

（ウ）スケジュール管理 

     ・現 状 事務局が職員用グループウェアで管理 

     ・変更後 カレンダーを利用し，議会関係スケジュールを共有 

     ・効果等 会議予定等の共有化，出欠確認事務の効率化 

   （エ）その他，インターネットを利活用した議員活動等 

 

イ 議会活動としての導入機能 

   （ア）メール 

・事務局からの開催通知等，執行部からの情報提供のお知らせ 

   （イ）クラウドストレージサービス 

     ・執行部からの情報提供資料（各種行政計画等を含む）を登録 

   （ウ）カレンダー 

     ・議会関係スケジュールの共有 
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（３） 導入端末について 

   【検討結果】 

機  種 ｉＰａｄ Ａｉｒ ２ 

容  量 ６４ＧＢ 

ディスプレイ ９．７インチ 

カ ラ ー シルバー 

通信方式 Wi-Fi＋Cellular 

    ※今後の議会ＩＣＴ化や災害時の情報伝達利用等を踏まえ，容量は６４ＧＢ

が適当である。 

 

（４） 費用負担について 

   【検討結果】 

議会活動として利活用することから，タブレット端末に係る通信費用（端

末購入割賦代金含む）及びクラウドストレージサービス利用料については，

全額公費負担とする。 

ただし，導入に伴う公費増額分（平成２７年度は約１７４万円，平成２８

年度以降は約４５４万円）の財源の取扱いについては，各会派代表者会議に

おいて検討していただきたい。
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２ 検討経過 

回 月 日 内     容 

第１回 ６月２３日 ・副会長を選任。 
・導入スケジュールについて確認。 
・先進地視察について了承。 

第２回 ７月１０日 ・タブレット販売会社による説明。 
・先進地視察結果について，各委員の意見を発表。 
・利用範囲及び導入時期について協議。 
・維持管理費用負担について協議。 

第３回 ７月１７日 ・ソフトメーカーによる説明。 
・利用範囲及び導入時期について協議。 
・導入端末について協議。 
・維持管理費用負担について協議。 

第４回 ７月２４日 ・タブレット端末導入について協議・決定。 
・今後の導入スケジュールについて協議・決定。 
・今後の議会ＩＣＴ化の方向性について協議。 
 

第５回 ７月３１日 ・中間答申について協議・決定。 

【先進地視察の実施】 
・７月２日：東京都立川市議会 
・７月３日：滋賀県大津市議会 
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３ 委員 
 

 

 

     会 長    小 林 紀 夫 

 

     副会長    今 井 政 範 

     

     委 員    佐々木   均 

            （平成２７年６月２５日 就任） 

 

      同     小 平 美智雄 

 

      同     村 田 雅 彦 

 

      同     馬 上   剛 

 

      同     西   房 美 

            （平成２７年６月２５日 辞任） 

 

      同     半 貫 光 芳 

 

      同     福 田 久美子 


